
全
建
総
連
山
下
組
織
部
長
を
招
い
て
拡
大
・
強
化
を
誓
う

九
月
二
十
五
日
、
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
長
崎
で
「
建
設
長

崎
組
織
強
化
・
拡
大
研
修
会
」
を
開
催
。
組
合
員
・
青

年
部
・
主
婦
会
・
書
記
局
合
わ
せ
て
二
一
二
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

全
建
総
連
の
山
下
組
織
部
長
を
招
い
て
、
組
合
の
組

織
の
現
状
と
課
題
、
拡
大
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
つ
い

て
約
一
時
間
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

講
演
の
後
、
北
村
副
委
員
長
よ
り
秋
期
の
拡
大
行
動

は
、
二
六
〇
名
を
拡
大
目
標
に
、
各
支
部
が
行
動
日
の

設
定
な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
秋
期
拡
大
行
動
に
向
け
て
出
席
者
全
員
が

や
り
抜
く
決
意
を
新
た
に
、
前
田
副
委
員
長
の
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
三
唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。

�
組
織
の
整
備
・
活
性
化

組
合
の
運
動
を
支
え
て
い
る
の
は
基
礎
組

織
（
支
部
・
分
会
班
）
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
基
礎
組
織
の
確
立（
整

備
）
と
強
化
（
活
性
化
）
な
く
し
て
組
織
活

動
の
発
展
は
な
い
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で

は
な
い
の
で
す
。

支
部
・
分
会
・
班
な
ど
の
基
礎
組
織
こ
そ
、

運
動
の
最
前
線
で
あ
り
、
実
質
的
な
担
い
手

で
も
あ
る
の
で
す
。

�
組
織
拡
大
を
成
功
さ
せ
よ
う

〈
事
前
準
備
〉

・
拡
大
推
進
委
員
会
の
開
催

・
目
標
の
設
定

・
拡
大
出
陣
式
の
開
催

・
節
の
設
定
（
二
週
間
）

・
拡
大
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

・
宣
伝
（
ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）

〈
多
数
の
仲
間
の
参
加
〉

対
象
者
の
訪
問
や
事
業
所
訪
問
、
現
場

訪
問
に
参
加
し
て
も
ら
う
仲
間
を
増
や
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
統
一
行
動
は
、
お
互

い
を
励
ま
し
、
行
動
を
大
き
く
盛
り
上
げ

る
う
え
で
重
要
で
す
。

拡
大
行
動
期
間
中
に
仲
間
を
訪
問
す
る

行
動
を
組
み
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。

組
合
と
疎
遠
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
悩
み

や
問
題
は
な
い
か
、
組
合
が
今
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
の
理
解
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

脱
退
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

〈
成
果
を
評
価
す
る
〉

支
部
・
分
会
で
競
い
合
う
。

目
標
を
設
定
し
達
成
で
き
て
い
れ
ば
健

闘
を
た
た
え
る
こ
と
。

基基礎礎組組織織のの
「「元元気気度度」」
チチェェッックク

１．会議を定例で開催しているか。

２．会議は自主的に運営できているか。

３．会議の出席率は平均５割を達成している

か。

４．会議では全員が自由に発言できているか。

５．基礎組織の活動は役員がすべて処理する

のでなく分担できているか。

６．役員は適宜交替しているか。

７．活動に、一部の仲間だけでなく、みんな

が取り組んでいるか。

８．支部との連絡はきちんとしているか。

９．組合数が一定数を超えたら分割できるか。

９／２５
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組
織
の
強
化
・
活
性
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
（
主
な
内
容
）

講演をする全建総連 山下組織部長

相相川川執執行行委委員員長長

金金子子県県議議

１ 毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）１０月１５日発行建 設 長 崎第５２０号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）�



買い取り・引き取り・処分いたします�まずはお電話を�

倉庫に機械、車（トラック・乗用車・農機具）�
資材（型枠・足場・鋼管他）眠っていませんか？�

お買い得情報�

中古�

〃�

〃�

〃�

〃�

�

直角2面カンナ（Lj318）�

日立 バンドーソー�

日立 自動ミゾ切り�

マキタ 超仕上げカンナ�

日立 アリカマカホ取り�

中古�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

（三相 200V）� （100V）�

リョービ 超仕上げカンナ�

マキタ 曲面カンナ�

マキタ 16型バンドソー�

自動研磨機ポンプ付（1.5尺）�

手動研磨機（1.5尺）�

発電機（15A、20A）�

国道204号線（マルキョウ大野店駐車場前）�

左石�
親和銀行�
大野支店�

西肥バス�
大野営業所�

大野�

マルキョウ大野店�ほっかほっか亭�
至
柚
木�

至佐世保市街�
至平戸

�

ココ�

浦
上
東
支
部
住住
宅宅
デデ
ーー

大
浦
支
部

居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居
留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留
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まままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

来
年
も
し
て
下
さ
い
と
。地
域
住
民
の
声

浦
上
東
支
部
で
は
、
九
月
二

十
一
日
�
山
里
地
区
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
住
宅
デ
ー

を
開
催
し
、「
包
丁
研
ぎ
」「
ま

な
板
削
り
」「
無
料
住
宅
相

談
」「
竹
と
ん
ぼ
工
作
教
室
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
模
様
の
天
気
で
し

た
が
、
少
雨
決
行
・
テ
ン
ト
を

設
置
し
受
け
付
け
を
は
じ
め
た

と
こ
ろ
、
雷
が
鳴
り
始
め
強
い

雨
と
風
と
な
り
、
野
外
で
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
は
最
悪
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
一
時
間

ほ
ど
で
天
気
も
回
復
し
、
来
場

者
も
増
え
、
ほ
っ
と
一
安
心
し

た
所
で
、
包
丁
研
ぎ
の
お
客
さ

ん
が
増
え
、
研
ぎ
手
は
雨
に
濡

れ
て
の
て
ん
て
こ
舞
い
と
、
う

れ
し
い
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
支
部
青
年
部
の
皆
さ

ん
手
作
り
の
竹
ト
ン
ボ
は
、
子

供
さ
ん
が
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
お
母
さ
ん
方
に
好
評
で
、

息
子
に
・
孫
に
と
持
ち
帰
り
し

て
い
ま
し
た
。

途
中
、
金
子
県
議
・
相
川
委

員
長
も
激
励
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

組
合
員
・
青
年
部
・
主
婦
会

総
勢
十
七
名
で
、
包
丁
百
三
十

五
本
、
ま
な
板
二
十
三
枚
を
仕

上
げ
て
い
ま
す
。
来
年
度
も
是

非
開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
地
域

の
方
の
声
も
頂
く
な
ど
、
建
設

長
崎
の
Ｐ
Ｒ
が
出
来
た
住
宅

デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。（

井
関
）

今
年
も
例
年
通
り
の
大
盛
況
�

九
月
二
十
一
日
�
、
大
浦
支

部
で
は
「
長
崎
居
留
地
ま

つ
り
」
に
協
賛
し
て
の
住
宅

デ
ー
を
オ
ラ
ン
ダ
通
り
で
組
合

員
・
主
婦
会
合
せ
て
十
九
名
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
雨
風
強
い

最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、

テ
ン
ト
周
り
を
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

で
囲
み
な
が
ら
、
な
ん
と
か
受

付
体
制
を
整
え
て
、
久
し
ぶ
り

に
来
客
を
待
つ
格
好
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
雨
脚
が
弱
ま
り
青

空
が
見
え
始
め
る
と
、
支
部
の

テ
ン
ト
周
り
は
例
年
通
り
の
賑

わ
い
を
取
り
戻
し
て
、
い
つ
の

間
に
か
包
丁
の
受
け
渡
し
場
所

に
は
、
磨
ぎ
あ
が
っ
た
包
丁
が

新
聞
に
捲
か
れ
、
た
く
さ
ん
並

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
木
工
教
室
も
前
回
の

戸
町
同
様
に
今
年
は
「
植
木
鉢

置
き
」
の
作
成
と
い
う
こ
と
で
、

子
供
よ
り
親
の
方
に
大
変
好
評

で
し
た
。

今
年
も
相
変
わ
ら
ず
の
忙
し

さ
の
中
で
、
包
丁
研
ぎ
を
三
百

五
十
三
本
、
木
工
教
室
を
二
十

五
組
受
付
け
て
、
こ
れ
と
い
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
大
盛
況
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
ご
多
忙
の
中
、
昨
年

に
引
き
続
き
応
援
に
駆
け
つ
け

て
頂
き
ま
し
た
中
央
支
部
の
内

野
さ
ん
と
太
田
さ
ん
、
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
当
日
参
加
し
て
頂

き
ま
し
た
大
浦
支
部
の
皆
様
、

ど
う
も
お
疲
れ
様
で
し
た
。
来

年
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
北
村

五
男
）

参
加
者
（
敬
称
略
）

田
中

秀
則

森

政
一

杉
山

達
美

田
川

和
博

井
村

兼
人

増
田

啓
治

友
永

惠

船
元

隆
則

田
村

俊
明

田
崎

順
一

樋
口

正
一

金
子

嘉
和

吉
田

光
夫

松
田

隆
人

野
口

耕
平

杉
山

廣
子

田
川

ヤ
エ

台
風
一
過
、
前
日
の
台
風
が

嘘
の
よ
う
な
青
空
の
中
、

毎
年
恒
例
の
支
部
旅
行
を
十
月

二
日
、
三
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

バ
ス
二
台
に
分
乗
し
、
昼
食

会
場
の
日
田
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

園
へ
。バ
ス
の
中
で
は
、缶
ビ
ー

ル
の
蓋
の
開
く
音
が
あ
ち
こ
ち

で
プ
シ
ュ
、
プ
シ
ュ
っ
と
。
カ

ラ
オ
ケ
も
始
ま
り
早
く
も
宴
会

モ
ー
ド
に
。
ビ
ー
ル
園
に
着
い

て
も
、
勢
い
は
衰
え
る
こ
と
な

く
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
肉
と
ビ
ー

ル
の
お
か
わ
り
の
声
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
焼
酎
工
場
を
見
学

後
、
人
吉
温
泉
・
あ
ゆ
の
里
へ
。

玄
関
を
入
る
な
り
、「
綺
麗
！
」

の
声
が
。
暫
く
は
旅
館
の
つ
く

り
に
見
入
っ
て
い
た
よ
う
で
し

た
。翌

日
、
朝
一
番
で
球
磨
川
下

り
へ
。
こ
こ
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
。

予
定
し
て
い
た
急
流
下
り
は
、

台
風
の
影
響
で
川
の
水
が
増
水

し
、
清
流
下
り
し
か
で
き
な
い

と
の
こ
と
。
や
む
な
く
船
五
艘

で
ゆ
っ
た
り
と
一
時
間
川
を
下

り
ま
し
た
。

最
後
は
、
築
城
四
〇
〇
年
の

熊
本
城
へ
。
復
元
さ
れ
た
本
丸

御
殿
大
広
間
を
見
学
し
、
二
の

丸
広
場
で
記
念
撮
影
を
し
て
、

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
組
合
員
、
主
婦

の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。

（
池
田
）

参
加
者
（
敬
称
略
）

工
藤

是
正

平
山

正
則

北
村

五
男

川
原
喜
久
雄

竹
崎

初
雄

平
山

宏
三

小
野

義
龍

安
達
九
州
男

梅
澤

利
久

横
田

博
明

竹
市

幸
信

佐
々
木
秋
子

内
野

幸
雄

木
本

春
雄

小
淵

�
子

佐
々
木
政
敏

松
山

力
男

金
子
県
議

太
田

寿
俊

相
川
委
員
長

田
上

義
高

舩
津
副
委
員
長

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

職長教育講習会
現場作業員で直接指揮・監督を行う「職
長」のための講習会を行います。
日程は定員（２０名）になり次第実施します。

申し込みは、各支部事務所へ

熊熊本本城城

部支早諫

生活サポート館
佐世保市瀬戸越４－７－１６
TEL・FAX（０９５６）４９－３３２１

営業時間

AM１０：００～PM１８：００
日曜日の営業はPM１６：００まで

定休日
第１・第３・第５日曜日

………………………人吉温泉を満喫
旅旅行行

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２０号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）１０月１５日発行
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本
部
青
年
部
全
体
交
流
会

青
年
部

〜
家
族
参
加
の
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
〜
笑
顔
で
交
流
深
め
る
�

九
月
二
十
八
日
�
さ
わ
や
か

な
秋
晴
れ
の
も
と
、「
建
設
長

崎
青
年
部
全
体
交
流
ド
ッ
チ

ボ
ー
ル
大
会
」
が
時
津
町
の
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
後
、
北
村
青
年
部
長
の

あ
い
さ
つ
、
競
技
内
容
の
説
明

と
、
準
備
体
操
を
行
い
、
試
合

開
始
と
な
り
ま
し
た
。

各
総
支
部
と
も
一
チ
ー
ム
を

編
成
し
、
総
当
た
り
戦
で
の
試

合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

家
族
参
加
型
と
し
て
開
催
し
た

と
こ
ろ
、
青
年
部
員
の
奥
さ
ん
、

子
供
さ
ん
の
多
く
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

奥
さ
ん
子
供
さ
ん
を
交
え
て

の
試
合
は
、
優
勝
を
目
指
し
て

の
気
持
ち
は
あ
る
も
の
の
、
珍

プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー
の
連
続
で
、

特
に
、
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
現
役
ち

び
っ
子
の
大
活
躍
な
ど
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
と
共

に
、
終
始
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰

囲
気
の
中
、
笑
顔
で
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
北
村
副
委
員

長
も
駆
け
つ
け
あ
い
さ
つ
の
後
、

子
供
た
ち
へ
の
参
加
賞
を
含
め

各
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
成
績
（
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
）

優

勝

中
央
総
支
部

準
優
勝

県
央
総
支
部

第
三
位

浦
上
総
支
部

第
四
位

県
北
総
支
部

組組織織拡拡大大
年間目標３５０名

拡大目標達成へ向けた
各支部作成のオリジナルポスター

大盛り上りの子供たち

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２０号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）１０月１５日発行



西
山
分
会
住
宅
デ
ー

������

西
彼
支
部

〜
プ
ロ
顔
負
け
の
腕
前
を
披
露
�
〜

九
月
二
十
七
日
�
市
南
支
部

で
は
、
組
合
員
と
家
族
が

参
加
し
て
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
開
催
。

総
勢
四
十
七
名
の
参
加
が
あ

り
、
小
学
生
以
下
の
子
供
は

ガ
ー
タ
ー
無
し
で
の
レ
ー
ン
で

の
投
球
を
楽
し
み
ま
し
た
。

皆
さ
ん
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
久
し

ぶ
り
と
い
う
方
ば
か
り
で
し
た

が
、
な
か
な
か
の
腕
前
を
披
露

し
て
お
り
、
中
に
は
プ
ロ
顔
負

け
の
ス
コ
ア
を
出
さ
れ
た
方
も

い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
中
は
、
ス
ト
ラ
イ
ク

や
ガ
ー
タ
ー
が
出
る
度
、
周
り

か
ら
歓
声
や
笑
い
声
が
湧
き
上

が
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
終
了
後
は
、
一
位
か

ら
三
位
ま
で
と
、
そ
の
他
飛
び

賞
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
な
ど
多
数
の

賞
を
用
意
し
て
の
表
彰
式
を
行

い
、
金
子
県
議
、
舩
津
副
委
員

長
、
田
上
書
記
長
、
組
合
員
と

家
族
の
皆
さ
ん
と
楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
、
組
合
員
同
士
の
交
流

を
き
っ
か
け
に
、
お
互
い
声
を

掛
け
合
い
、
組
合
活
動
に
一
人

で
も
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
古
井
）

九
月
定
例
県
議
会
も
十
月
三

日
で
閉
会
し
ま
し
た
。
今
回
の

定
例
議
会
は
大
き
な
問
題
点
は

少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
ふ
た
を
開
け
る
と
色
々
な

問
題
が
出
て
来
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
「
バ

イ
オ
ラ
ボ
」
問
題
で
す
。

県
も
出
資
や
助
成
を
行
っ
た

企
業
で
す
が
、
業
績
（
売
上
）

に
拘
わ
ら
ず
、
建
物
な
ど
の
設

備
に
巨
額
の
資
金
を
つ
ぎ
込
み
、

結
果
と
し
て
経
営
破
た
ん
に

陥
っ
て
し
ま
い
し
ま
し
た
。

単
に
事
業
に
失
敗
し
た
と
い

う
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
経
営

内
容
に
不
透
明
さ
が
残
る
た
め

に
、
一
般
質
問
や
経
済
労
働
委

員
会
の
質
疑
と
し
て
納
得
出
来

な
い
と
し
て
経
営
陣
へ
直
接
に

疑
問
を
ぶ
っ
つ
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

県
庁
舎
問
題
は
理
事
者
だ
け

な
く
県
議
会
と
し
て
も
検
討
を

始
め
、
県
内
五
カ
所
で
の
「
県

庁
舎
問
題
に
付
い
て
県
民
の
声

を
聞
く
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
一
五
〇

名
か
ら
三
〇
〇
名
も
の
方
々
の

参
加
が
あ
り
、
特
に
一
般
参
加

者
の
数
の
多
さ
が
特
徴
的
で
し

た
。特

徴
的
に
は
建
て
替
え
に
つ

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
反
対
は
聞

か
れ
ず
、
建
築
場
所
の
問
題
と

そ
の
条
件
に
つ
い
て
の
意
見
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

議
会
は
県
庁
舎
を
ど
う
す
る

か
に
つ
い
て
、
一
〇
〇
年
先
を

見
越
し
て
、
悔
い
を
残
さ
な
い

為
に
も
、
こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ

た
県
民
の
声
を
尊
重
し
、
知
事

が
諮
問
し
た
「
県
庁
舎
整
備
懇

話
会
」
の
内
容
も
十
分
に
反
映

し
な
が
ら
、
協
議
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
も
、

特
別
委
員
会
の
委
員
と
し
て
参

加
し
ま
す
。

県
庁
舎
問
題
は
、
新
し
い
長

崎
県
の
街
作
り
の
一
歩
で
あ
り
、

経
済
波
及
効
果
を
呼

び
込
む
、
最
大
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と

捕
ら
え
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
を
進
め
ま
す
。

「
分
会
住
宅
デ
ー
」
で

建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
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西
彼
支
部
で
は
、
毎
年
恒
例

の
各
分
会
に
よ
る
『
住
宅

デ
ー
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

八
月
三
十
一
日
�
、
時
津
連

合
分
会
が
、
と
ぎ
つ
夏
祭
り
会

場
で
包
丁
研
ぎ
・
親
子
木
工
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
時
折
吹
く
潮
風
が

暑
さ
を
和
ら
げ
る
な
か
、
開
始

前
か
ら
集
ま
っ
た
包
丁
を
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
は
、
手
馴
れ
た

手
つ
き
で
丁
寧
に
研
ぎ
あ
げ
て

い
ま
し
た
。

親
子
木
工
教
室
に
も
次
第
に

人
が
集
ま
り
、
時
間
待
ち
に
な

る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。
そ
う
し

た
中
、
終
了
の
時
間
を
迎
え
、

百
八
十
二
本
の
包
丁
研
ぎ
と
百

五
十
組
の
す
の
こ
作
り
を
終
え

ま
し
た
。
ま
た
当
日
は
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
取
材
を
受
け
る
な

ど
、「
建
設
長
崎
」
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
た
有
意
義
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

翌
週
九
月
七
日
�
に
は
、
長

与
連
合
分
会
が
農
協
撰
果
場
で

開
催
。
恒
例
と
な
っ
た
包
丁
研

ぎ
に
次
々
と
お
客
さ
ん
が
来
ら

れ
、
多
く
の
包
丁
な
ど
が
集
り

ま
し
た
。

今
回
は
、
鎌
、
剪
定
バ
サ
ミ

な
ど
包
丁
以
外
の
物
も
多
く
、

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
一
本
一

本
丁
寧
に
研
ぎ
あ
げ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
梨
、
ぶ
ど
う
の
差

し
入
れ
が
あ
り
、
研
い
だ
包
丁

の
切
れ
味
を
試
す
な
ど
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
中
、
二
百
十

二
本
（
内
、
鎌
等
四
十
二
本
）

を
研
ぎ
あ
げ
ま
し
た
。（
城
下
）

西西
山山
分分
会会
住住
宅宅
デデ
ーー

仕
事
確
保
に
つ
な
が
る
住
宅
相
談
も
一
件

中
央
支
部
で
は
、
九
月
七
日

�
に
『
西
山
分
会
住
宅

デ
ー
』
を
西
山
一
丁
目
公
民
館

に
於
い
て
組
合
員
・
主
婦
会
合

わ
せ
て
二
十
一
名
の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
夏
が
戻
っ
て
き
た

よ
う
な
蒸
し
暑
い
中
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
地
元
自
治

会
の
協
力
に
よ
り
、
受
付
開
始

か
ら
多
数
の
来
客
者
に
み
ま
わ

れ
、
一
〇
九
本
の
包
丁
研
ぎ
と
、

十
二
枚
の
ま
な
板
削
り
、
他
に

も
ス
ノ
コ
・
ま
な
板
の
注
文
販

売
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
今
回
は
住
宅
相
談
も
一
件
あ

り
、
こ
れ
を
機
に
多
少
な
り
と

も
仕
事
確
保
に
結
び
付
け
ら
れ

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
前
段
で
青
年

部
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
、

包
丁
研
ぎ
と
『
技
能
五
輪
』
の

練
習
も
兼
ね
て
ス
ノ
コ
製
作
を

主
に
担
当
し
一
緒
に
汗
を
か
き

ま
し
た
。（
西
山
分
会
・
馬
渡
）

長
与
連
合
分
会
住
宅
デ
ー
参
加
者

（
敬
称
略
）

山
口

政
好

松
林

満
男

濱
本

孝
博

中
村

重
則

小
串

民
雄

加
賀
江
岩
太
郎

尾
崎

光
生

岩
木

信
義

井
手

保

廣
田

鹿

松
林
嘉
代
子

濱
本

静
香

尾
崎

由
盛

岩
崎
喜
三
郎

中
村

秀
徳

岩
永

亀
雄

迫

貴
幸

福
本

勝
義

浦
田

克
孝

吉
村

統
治

尾
崎

勝

岡
�
ア
イ
子

福
本

博
子

金
子
県
議

相
川
委
員
長

北
村
副
委
員
長

西
山
住
宅
デ
ー
参
加
者

（
敬
称
略
）

坂
口

忠
義

内
野

幸
雄

手
水

鐵
吉

宇
土

満

樋
口

正
人

山
崎

増
雄

太
田

俊
一

松
本

大
介

馬
場
ヒ
ロ
子

内
野

計
子

樋
口
須
磨
子

田
森

勝

馬
渡

正
幸

山
下

廣
造

山
田

哲
也

川
原

亀
喜

山
本

孝
義

佐
藤

悟

伊
東

秀
政

川
原

幸
枝

馬
渡
ヒ
ロ
子

金
子
県
議

相
川
委
員
長

時
津
連
合
分
会
住
宅
デ
ー
参
加
者

（
敬
称
略
）

井
手

保

濱
本

勝
之

若
杉

秀
明

田
添

武
美

石
田

正

廣
田

鹿

尾
崎

勝

菅
高

秀
明

辻

昭

織
田

楙
也

前
島

武
夫

高
尾

安
夫

高
木
栄
八
郎

波
戸
口
利
未

松
野

春
男

山
口

政
好

小
串

民
雄

植
田
ヤ
ス
エ

濱
本

久
枝

一
瀬

博
子

川
久
保
博
幸

川
久
保
秀
昭

林
田

浩
治

植
田

勝
次

中
尾

豊

一
瀬

修

中
村

正
博

砂
川
健
二
郎

堀
口

留
喜

松
本

文
男

山
上

兼
吉

川
林

満

山
口

哲
朗

浦
馬
場
幾
男

植
田

秀
之

岩
崎
喜
三
郎

尾
崎

由
盛

溝
上

啓
子

前
島

ス
ズ

高
尾
久
美
子

金
子
県
議

相
川
委
員
長

北
村
副
委
員
長

県
議
会
だ
よ
り
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部支南市

部支央中

各
支
部
の
取
り
組
み
は

そ
れ
ぞ
れ

ガ
ン
バ
ッ
テ
ま
す
�

〜
住
宅
デ
ー
の
季
節
〜

時時津津連連合合分分会会

時時津津連連合合分分会会

長長与与連連合合分分会会

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

長崎県庁
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今
年
四
月
よ
り
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
四
十
歳
〜
七
十
四
歳
で
厚
生

労
働
省
よ
り
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
予
防
に
着
目
し
た

健
診
で
す
。

現
在
長
建
国
保
で
は
三
種
類
の
健
康
診
断
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
�
特
定
健
康
診
査
、
�
組
合
特
別
健
診
、
�
人

間
ド
ッ
ク
。
こ
の
三
つ
の
い
ず
れ
の
健
康
診
断
を
受
け
た

場
合
で
も
特
定
健
診
を
受
診
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
、
受
診
料
金
や
申
込
方
法
、
検
査
項
目
が
異
な
り

ま
す
。

受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診
対対対対対対対対対対対
象象象象象象象象象象象
者者者者者者者者者者者

長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

四
十
〜
七
十
四
歳
ま
で
の
組
合

員
及
び
家
族
の
方

（
長
建
国
保
の
加
入
期
間
が
一

年
以
上
あ
る
方
に
限
ら
れ
ま

す
。）
該
当
す
る
方
に
は
受
診

に
必
要
な
受
診
券
を
六
月
に
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診
ででででででででででで
ききききききききききき
るるるるるるるるるるる
医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療
機機機機機機機機機機機
関関関関関関関関関関関

特
定
健
康
診
査
は
、
長
建
国

保
と
契
約
を
行
っ
た
医
療
機
関

で
な
け
れ
ば
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
受
診
で
き
る
医
療

機
関
は
「
特
定
健
診
実
施
機
関

一
覧
表
」
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
下
さ
い
。

※
一
覧
表
送
付
後
に
一
部
医
療

機
関
に
、
追
加
と
取
消
が
あ

り
ま
し
た
の
で
そ
の
分
に
つ

き
ま
し
て
は
表
１
を
ご
覧
下

さ
い
。

※
特
定
健
康
診
査
の
実
施
初
年

度
の
た
め
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
は
健
診
準
備
の
都
合

上
、
即
受
診
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
下
さ
い
。

受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診
ののののののののののの
予予予予予予予予予予予
約約約約約約約約約約約
方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法

受
診
を
し
た
い
医
療
機
関
を

一
覧
表
か
ら
選
び
、
直
接
医
療

機
関
へ
ご
連
絡
の
上
、
受
診
日

の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
予
約
の
際
に
は
必
ず
「
特

定
健
診
の
予
約
を
」
と
一
言

添
え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診
料料料料料料料料料料料
金金金金金金金金金金金

受
診
料
は
無
料
で
す
。

受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診
ににににににににににに
必必必必必必必必必必必
要要要要要要要要要要要
ななななななななななな
ももももももももももも
ののののののののののの

受
診
日
当
日
は
、
左
記
書
類

を
忘
れ
ず
に
医
療
機
関
窓
口
へ

お
持
ち
下
さ
い
。

○
特
定
健
康
診
査
受
診
券

○
保
険
証

○
質
問
票
（
記
入
し
て
医
療
機

関
へ
お
持
ち
下
さ
い
）

実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施
期期期期期期期期期期期
間間間間間間間間間間間

特
定
健
康
診
査
の
実
施
期
間

は
、
平
成
二
十
一
年
一
月
末
日

ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診
対対対対対対対対対対対
象象象象象象象象象象象
者者者者者者者者者者者

長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

四
十
〜
七
十
四
歳
ま
で
の
組
合

員
及
び
家
族
の
方

（
特
定
健
康
診
査
と
の
同
時
受

診
を
行
っ
て
下
さ
い
。）

受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診
ででででででででででで
ききききききききききき
るるるるるるるるるるる
医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療
機機機機機機機機機機機
関関関関関関関関関関関

裏
面
の
表
２
の
医
療
機
関
で

受
診
が
可
能
で
す
。

受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診
料料料料料料料料料料料
金金金金金金金金金金金

八
〇
〇
円

受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診
ののののののののののの
予予予予予予予予予予予
約約約約約約約約約約約
方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法

受
診
を
し
た
い
医
療
機
関
を

表
か
ら
選
び
、
直
接
医
療
機
関

へ
ご
連
絡
の
上
、
受
診
日
の
ご

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
予
約
の
際
に
は
必
ず
「
長

建
国
保
の
特
定
健
診
に
胸
部

Ｘ
線
検
査
を
加
え
た
健
診

を
」
と
一
言
添
え
て
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診
ににににににににににに
必必必必必必必必必必必
要要要要要要要要要要要
ななななななななななな
ももももももももももも
ののののののののののの

受
診
日
当
日
は
、
左
記
書
類

を
忘
れ
ず
に
医
療
機
関
窓
口
へ

お
持
ち
下
さ
い
。

○
特
定
健
康
診
査
受
診
券

○
保
険
証

○
質
問
票
（
記
入
し
て
医
療
機

関
へ
お
持
ち
下
さ
い
）

実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施
期期期期期期期期期期期
間間間間間間間間間間間

特
定
健
康
診
査
の
実
施
期
間

は
、
平
成
二
十
一
年
一
月
末
日

ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診
対対対対対対対対対対対
象象象象象象象象象象象
者者者者者者者者者者者

長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

組
合
員
及
び
家
族
（
主
婦
）
の

方○
一
泊
コ
ー
ス

四
十
歳
以
上

○
日
帰
り
コ
ー
ス

三
十
五
歳
以
上

受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診
ででででででででででで
ききききききききききき
るるるるるるるるるるる
医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療
機機機機機機機機機機機
関関関関関関関関関関関

長
建
国
保
と
契
約
を
行
っ
た

医
療
機
関
で
な
け
れ
ば
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
受
診
で

き
る
医
療
機
関
は
表
３
で
ご
確

認
下
さ
い
。

受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診
料料料料料料料料料料料
金金金金金金金金金金金

○
一
泊
コ
ー
ス

一
万
五
千
円

○
日
帰
り
コ
ー
ス

六
千
円

受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診
ののののののののののの
予予予予予予予予予予予
約約約約約約約約約約約
方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法

所
属
の
各
支
部
に
予
約
を
し

て
下
さ
い
。
な
お
、
予
約
の
際

に
受
診
料
金
を
お
支
払
い
下
さ

い
。
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長崎県医師会・集合契約医療機関リスト（取消）

■佐世保市
電話番号

０９５６－２２－２５１５

０９５６－７６－２２０１

住 所

佐世保市万徳町８－２６

佐世保市世知原町栗迎９－１

医療機関名

山村医院ドクター美南子スキンクリニック

松浦病院

電話番号

０９５－８７９－５９００

０９５－８２２－０２５１

０９５－８６１－３２３１

０９５－８２７－６１１４

０９５－８４４－６９１３

０９５－８１４－０２１２

０９５－８２１－２５８０

０９５－８２２－３７２１

０９５－８０１－５２８８

０９５－８２３－３３３０

０９５－８４４－１９７７

０９５－８６１－２２５２

０９５－８５６－２２４４

０９５－８６１－３２３１

０９５－８９３－０２２９

電話番号

０９５６－３８－５６７６

０９５６－３８－１１６６

０９５６－３１－４６０６

０９５６－３３－３２２３

０９５６－２２－４２２４

０９５６－２０－０７６５

０９５６－２２－４０７５

０９５６－４６－０００５

０９５６－４９－７３１１

０９５６－４７－５００５

０９５６－６４－３２２５

住 所

長崎市柳田町２

長崎市銀屋町２－１０

長崎市光町８－１２

長崎市浜町４－２０

長崎市千歳町２－６ヒワタシビル

長崎市坂本１丁目６－１

長崎市麹屋町６－４小笠原ビル

長崎市桜馬場１丁目４番１８号

長崎市田中町１６４－７

長崎市新大工町５－７シーボルタウン２階

長崎市中園町１０－２１

長崎市光町１８－９

長崎市滑石１丁目１１－１２

長崎市光町８－１２

長崎市脇岬町３２４４

住 所

佐世保市花高３丁目２８－８

佐世保市権常寺町１４９１－７

佐世保市日宇町２１０７

佐世保市もみじが丘町４０－２

佐世保市三浦町３－１０

佐世保市白南風町１－１６

佐世保市神島町１－１

佐世保市柚木町２１８８

佐世保市大野町１５４－１７

佐世保市中里町６０

佐世保市吉井町橋川内８７７－１０

医療機関名

�岩永整形外科医院
�杏仁会 山口内科医院

山�整形外科医院
諸熊医院

やまさき内科医院

�惠愛会 ヨゼフクリニック

小笠原医院

浜口小児科医院

前田内科クリニック

�ゆきなり・クリニック
田栗産科婦人科レディースクリニック

（医社）稲和会 大場内科消化器科医院

松枝医院

山崎整形外科医院

おおいしクリニック

■佐世保市
医療機関名

花高産婦人科小児科内科医院

中村内科胃腸科医院

日宇記念医院

高橋脳神経外科クリニック

犬塚外科クリニック

やまぐち整形外科リハビリテーション科

犬塚内科循環器科医院

品川医院

松本内科呼吸器科医院

内山内科医院

松瀬医院

０９５６－３８－３３７３

０９５６－４８－６５００

０９５６－２２－２５１２

０９５６－２４－５７８０

０９５６－２２－７７１２

０９５６－２３－１０２０

０９５６－３３－３６６５

０９５６－３８－２３４５

０９５６－４８－５１５０

０９５６－６４－３１５１

０９５６－３９－１１５７

０９５６－２８－６３８８

０９５６－３４－７７１１

電話番号

０９５－８８３－６５６５

０９５－８８２－１２２５

電話番号

０９５７－２５－７１５７

電話番号

０９５７－６４－３９３９

電話番号

０９２０－５２－７０６０

佐世保市早苗町４９１－１４

佐世保市下本山町１３１６－４

佐世保市京坪町４－１

佐世保市宮田町３－１４

佐世保市花園町１－７

佐世保市塩浜町３－８

佐世保市大和町７７８

佐世保市早岐１丁目１３－１７

佐世保市川下町４７０－４

佐世保市吉井町立石４５４－１

佐世保市広田１丁目１０－７

佐世保市日野町１９０１－４

佐世保市日宇町２７５９－１

住 所

西彼杵郡長与町嬉里郷６６１

西彼杵郡時津町浜田郷５７２

住 所

諫早市馬渡町５－５８

住 所

島原市片町５７８－８

住 所

対馬市厳原町今屋敷７４０

杏林病院

�まつお内科医院
徳永内科・小児科

金子内科医院

重野医院

野田内科循環器科

重野内科

森山小児科内科医院

こだて内科呼吸器科医院

西村内科外科胃腸科医院

松本脳神経外科医院

たかひら外科医院

とみた産婦人科クリニック

■西彼杵郡
医療機関名

�修樹会 平井内科医院

�啓正会 清水病院

■諫早市
医療機関名

植田クリニック

■島原市
医療機関名

原田形成整形外科医院

■対馬市
医療機関名

かも整形外科医院

長崎県医師会・集合契約医療機関リスト（追加）

■長崎市

表１

平成２０年９月１６日現在

平成２０年９月１６日現在

毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）１０月１５日発行建 設 長 崎第５２０号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�
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近畿日本ツーリスト�

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を図るため
「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」を実施しています。
ぜひご利用ください。

電話番号
０９５０－２８－１０００

★印の医療機関については特定健康診査受診券は不要です。

住 所
平戸市草積町

■平戸市
医療機関名

平戸市民病院

�行程に記された移動のための交通費（貸切バス） �上記に明記の食事代金 �入場施設の入場料金（九州場所観
戦チケット・九年庵入場料） �有料道路代金・駐車場代金 �乗務員心付け �添乗員同行のための費用 �募集
型企画旅行保険
※上記代金はお客様の都合により、一部利用されなくても払い戻しいたしません。

旅行代金算出基準日：２００８年８月１３日

上記以外は旅行代金に含まれませんが、参加に当たって通常必要となる費用を例示します。
�個人的性格の費用：飲物代、クリーニング代、電話代、任意の旅行保険など

旅行代金に
含まれるもの

旅行代金に
含まれないもの

旅行代金（大人お一人様）

２９，８００円（Ｃ枡席利用の場合）
２３，８００円（イス席利用の場合）
長崎駅前発着 （バス・トイレ付：洋室２名１室利用）

〔日程表〕 （１名１室希望者はおひとり様に付、３，０００円加算となります）
食事

昼：○

夕：×

朝：○

昼：○

スケジュール

長崎駅前
０８：３０

＝＝＝＝＝出島道路＝＝＝＝＝ 諫早（乗車）
０９：１０

＝＝＝＝＝ 大村（乗車）
０９：３０

＝＝＝＝＝東脊振ＩＣ＝＝＝＝

＝＝
（下車入場観光）
九年庵（紅葉見学）

１０：４０ １２：００
＝＝＝東脊振ＩＣ＝＝＝筑紫野ＩＣ＝＝＝

（下車観光）
大宰府天満宮（昼食・参詣）

１２：３０ １４：００
＝＝＝

＝＝＝〈都市高速〉＝＝＝
（下車・入場観光）
福岡国際センター：大相撲九州場所（観戦）

１４：４０ １８：２０
＝＝＝＝ 博多（泊）

１８：４０
※夕食は各自、自由食！希望者は郷土料理屋にご案内致します！

ホテル
０６：３０

＝＝＝＝
（下車観光）
出羽の海部屋宿舎（朝稽古見学）
０７：００ ０８：００

＝＝＝＝＝
（下車・入場観光）
ホテル（特製ちゃんこ定食の朝食）

０８：３０ ０９：３０
＝＝＝＝

＝＝
（下車観光）
アサヒビール工場（見学・試飲）

１０：００ １１：００
＝＝＝大宰府ＩＣ＝＝＝八女ＩＣ＝＝ 柳川：昼食・自由散策

１２：１５ １４：１５
＝＝

＝＝武雄ＩＣ＝＝＝ 大村ＩＣ（下車）
１６：００

＝＝＝ 諫早ＩＣ（下車）
１６：３０

＝＝＝〈出島道路〉＝＝＝＝ 長崎駅前（解散）
１７：１０頃

日次

１
日
目

２
日
目

☆諫早・大村からの乗車・下車もできます。係員にお尋ね下さい

利用方法
�割引を受ける場合
健康保険の被保険者証又は、建設長崎の会
員証（MEMBERS CARD）を指定温泉の受
付に提示してください。

�補助を受ける場合（小人料金には補助はあり
ません）
建設長崎の支部事務所にて補助券の交付を
受け、被保険者番号（長けん番号）を記入
し指定温泉の受付に提出してください。補
助券の交付は一世帯あたり１２枚を限度とし
ます。
長建国保未加入の建設長崎組合員の方には
優待券として補助券６枚を限度とします。

�実施期間 平成２１年３月３１日迄
�補助券を他人に譲渡したり、不正に利用した
りした場合は、補助券を返還していただき
ます。氏名の部分には、組合員の名前をフ
ルネームにて記入して下さい。

◎指定温泉利用料金表（消費税・入湯税込みの料金）
所在地及び電話番号

長崎市曙町３９‐３８
０９５‐８６２‐５５５５

西彼杵郡長与町
岡郷２７６２‐１
０９５‐８８７‐４１２６

長崎市野母崎町
野母６９２‐１
０９５‐８９３‐１１３３

雲仙市小浜町
雲仙３２０

０９５７‐７３‐３１３１

佐世保市谷郷町
５‐３２

０９５６‐２５‐４１２６

平戸市川内町５５
０９５０‐２３‐２１１１

大村市森園町６６３‐３
０９５７‐５０‐１１２６

西彼杵郡長与町
高田郷２８４
０９５‐８５６‐２６３１

西彼杵郡長与町
高田郷２２８９‐２
０９５‐８５６‐２６１７

利用者負担

５００円

４８０円

９００円

７００円

３００円

１００円

２００円

４００円

４００円

１，０００円

６００円

４００円

２００円

３００円

３００円

２５０円

３００円

２００円

２００円

３００円

１５０円

２００円

３００円

無料

補助券の額

３００円

－

３００円

－

－

３００円

－

３００円

－

３００円

３００円

－

－

３００円

－

３００円

－

－

３００円

－

－

３００円

－

－

割引後の料金

８００円

４８０円

１，２００円

７００円

－

－

－

７００円

４００円

１，３００円

９００円

－

－

６００円

３００円

５５０円

－

－

－

－

－

１５０円

－

－

規定料金

１，０００円

６００円

１，８００円

９００円

３００円

４００円

２００円

８００円

５００円

１，５００円

１，１００円

４００円

２００円

８００円

４００円

６５０円

３００円

２００円

５００円

３００円

１５０円

６５０円

３００円

無料

利用区分

大人（中学生以上）

小人（３歳以上小学生以下）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

幼児（３歳以上）

大人（中学生以上）

小人（４歳以上小学生以下）

大人（中学生以上）

小人（４歳以上小学生以下）

温泉＋砂風呂（１８歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生以上）

幼児（４歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

大人（中学生以上）

小人（小学生以上）

幼児（３歳まで無料）

大人（中学生以上）

中人（小学生）

幼児（６歳以下）

大人（中学生以上）

小人（小学生以上）

幼児（３歳まで無料）

指定温泉名称

イオス

長崎温泉 喜道庵

海の健康村
陽の岬温泉

雲仙 スパハウス

万松楼 弁天の湯

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

サンスパおおむら
ゆの華

道の尾温泉

ゆりの温泉

組合特別健診実施医療機関一覧表
■長崎市

電話番号
０９５－８２１－１３６７
０９５－８７９－０７０５
０９５－８５７－３０００
０９５－８８５－２０１６
０９５－８２６－９２３６
０９５－８６１－１４７７
０９５－８２８－３００８
０９５－８６１－１１１１
０９５－８４６－１８８８
０９５－８２２－３２５１
０９５－８７１－１５１５
０９５－８４７－１５１１
０９５－８２２－３１５１
０９５－８５６－１３０５
０９５－８４８－９１７１

電話番号
０９５７－４３－２１１１

電話番号
０９５７－５２－２１６１

電話番号
０９５６－４９－３３７７
０９５６－４９－２１９１

住 所
長崎市大浦町
長崎市上戸町
長崎市滑石
長崎市琴海町
長崎市片淵
長崎市富士見町
長崎市籠町
長崎市淵町
長崎市小峰町
長崎市新池町
長崎市深堀町
長崎市茂里町
長崎市油屋町
長崎市虹が丘町
長崎市花丘町

住 所
諫早市多良見町

住 所
大村市古賀島町

住 所
佐世保市田原町
佐世保市瀬戸越

医療機関名
大浦診療所
上戸町病院
長崎北徳洲会病院
市立琴海病院
済生会病院
さとう内科医院
十善会病院
市立成人病センター
聖フランシスコ病院
長崎市立市民病院
長崎記念病院
長崎原爆病院
ながさき内科リウマチ科病院★
虹ヶ丘病院
花丘診療所

■諫早市
医療機関名

長崎原爆諫早病院
■大村市

医療機関名
市立大村市民病院★
■佐世保市

医療機関名
久保内科病院
長崎労災病院

表２

人間ドック実施医療機関
電話番号

０９５－８２２－３１５１

０９５－８６１－１４７７

０９５－８５６－１３０５

０９５－８４７－１５１１

０９５７－２７－２１２７

０９５７－５２－２１６１

０９５６－３３－５３３５

０９５６－４９－３３７７

０９５０－２８－１０００
（保健センター）

０９５９－７２－３１８１

医療機関の所在地

〒８５０－０８３２
長崎市油屋町１－２１

〒８５２－８０２２
長崎市富士見町３－２５

〒８５２－８０５５
長崎市虹が丘町１－１

〒８５２－８５１１
長崎市茂里町３－１５

〒８５９－０４０１
諫早市多良見町化屋９８６－２

〒８５６－０８１７
大村市古賀島町１３３－２２

〒８５７－１１６５
佐世保市大和町１５

〒８５７－０１３６
佐世保市田原町１１－９

〒８５９－５３６３
平戸市草積町１１５８－１

〒８５３－８６９１
五島市吉久木町２０５

婦人科検診

なし

乳ガン
※他病院で
の受診

乳ガン

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

なし

乳ガン
子宮ガン

乳ガン
子宮ガン

受診区分

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

日帰り

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

１泊２日
日帰り

日帰り

受診対象者

男性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性
女性

男性

男性
女性

男性
女性

実施医療機関名

ながさき内科
リウマチ科病院

さとう内科医院

虹が丘病院

長崎原爆病院

原爆諫早病院

大村市民病院

佐世保中央病院

久保内科病院

平戸市民病院

五島中央病院

表３

温泉の利用で組合員・家族の健康増進を

＊上記行程交通機関利用 バス：＝＝＝＝＝ 各自：…………… ＊天候・道路事情等によりコースが変更となる場合があります。
＊食事の表記：朝＝朝食 昼＝昼食 夕＝夕食（○＝食事つき ×＝食事なし）

■ご旅行日：１班：平成２０年１１月１５日�２班：１１月１６日�、３班：１１月２２日�
■募集人員：各班３５名
■最少催行人員：２０名 ■食事：朝食１回 昼食１回 夕食１回
■添乗員：長崎駅前発着で同行いたします
■利用予定ホテル：博多都ホテル

■ご入金方法並びに注意事項
�ご来店にてご入金またはお振込みの方は振込み用紙をお渡し致します。
	振込手数料はお客様のご負担となりますのでご了承下さい。

１名１室希望のお客様は追加代金お一人あたり３，０００円を加算してご入金下さい。
�大相撲九州場所チケットは当日のお渡しになります。今、現在座席番号はわかりません。（全席指定席）
�大相撲九州場所会場内での録音・録画は厳禁となっております。また、子供も同額となっております。

夕食は自由食となっています。希望者はＯＰツアーにてご案内いたします。

＊総合旅行業務取扱管理者とはお客様の旅行を取り扱う営業所での取引責任者です。このご旅行の契約に関し、担当者からの説明にご不
明な点がございましたらご遠慮なく下記の旅行業務取扱管理者にご質問ください。

〒８５０－００３３ 長崎市万才町７－１
（住友生命ビル１階）

TEL：０９５－８２４－１９１０ FAX：０９５－８２１－４８０６
営業時間：月～金 ９：００～１７：４５（土日祝日休み）
総合旅行業務取扱管理者：南部勝也
担当：堀、福田、田中

平成２０年９月１６日現在

お問合せ・お申込先（旅行企画・実施）

近畿日本ツーリスト� 長崎支店
国土交通大臣登録旅行業第２０号 �日本旅行業協会正会員
ボンド保証会員 旅行業公正取引協議会会員

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２０号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）１０月１５日発行


